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澱（°C） HCI（気体） LiCI KCl
25 0．98 一 一100 0．99 ｝ 一250 1．00 『 靹450 1．02 5．68 5．81500 1．05 5．65 3．ア6600 1．04 5．5ア 3．66800 1．06 5．46 3．』4
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触　媒 含浸用塩 熱処理温度 熱処理時聞
Ag AgNO3 500°C 2hr
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電流効率 .槽電圧 ,原料塩化水菜の水菜への変換率などに阻するデ-タは ,ほぼ満足す
べき結果を示し,また .畏卿 こわたる遊転の可能性も曙翌できたので,これらの結果につ
いて述べる｡
第 1 肝 巽験芸恐および方法
1-1 電解装低
木実験に用いた電解芸歴を図5-1に示す｡












































































































































蓑5-1 塩 化 水 素 変 換 率
HCl供給速度 HZ発生速度 換 許 電 流 値 変 換 率
(me/min) (me/min) (A) (%)





































































































































































と水菜の再結合防止 .電解振作の能率向上 を 目的 として .塩化水素と液体金属を反応さ
せて金属塩化物と水敢 l胡 部分を ,電解義政とは別個に設値して,両部分の間を ,迎適
管によって接続する方式の装圧を考案し,液体金属として亜鉛を用い ,包々検討を加えた
妨合の結果について述べる｡




















































































































































































































































































































































u位 CaC)2-NaCl系 ,ECl-ZnCl2系 ,NaC1-KCl-ZnC12系は ル ずれ
ち .LiCl-ECI系にかわる電解浴として用いることが可能で .取扱い操作も比較的容








化水菜との反応 ,陰極およこ偶 瞳の電流一電位特性 ,電解槽作動時の電圧収支 ,陽転にお
ける塩某発生の電流効率などのデータから判断して.工業的規模への発展の可能性を有す
るとの結論を得た｡
旭 亜鉛と同坪 ,カドミサ▲,鉛 ,スズも,本方法における陰極として使用し得る｡
u9 これら,稜々の液体金属陰極を使用して,それぞれの屯統一奄位特性をもとめると.
Me+ 2HCl-MeCl,+H2
(Me;2価金属)
なる反応により生成する塩化物の電解反応を示す第1段の髄域 と.金属サチサムの液体金
属上への析出反応を示す第2段の領域の,2段階が観測され ,本方法における場合には ,
第1段の領域を増大させることが必要である｡
すなわち.上式で示される反応を促進しなければならないO
倒 上左で示される反応の反応速度は ,当該反応の操車自由エネJI/ギー変化免に大きく
依存し ､変化貴が大きいほど反応速度の増大する傾向がみられる｡
ClJ喝解緒の日的 ,規模に応じて適当な液体金属をえらぶことができる｡すなわち ,電
流密度を若干牡牡にしても十分採集のとれるJ:うな生産規範ならば,取解電圧の低くてす
むスズ,銘などを連ぺばよく.同一床面疎について大喝流を得なければならないような場
合には ,電解電圧a)面を若干譲歩して,亜鉛 .カドミウムなどを選ぶことが賢明であろう
と思われる｡
田 本方法の工業化への窮一段階として,5DA容丑のベンチスケ-JV電解槽を試作し,
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モの作動特性についてくわしく検詞した。
　最大水素発生速度は450m4戸ninで，これは電解電流60Aに相当している。
　電流一電圧特性ぱ，極間距離の短縮，温度の上昇とともに向上し，極間距離5mm，
560℃での電解に際して，電解電流50Aで，槽電圧は6．5Vを示した。
　亀流効率は，極間距鉾の短縮，電流密度の減少とともに減少い電解浴温度500℃，
極聞距離18mm，電解電流50A（陽極電流密度200A／dm2）での電解に際して
90鴫なる値が得られた。
　本電解槽ば，50Aでの一昼夜連続運転をも含あた，→温間の長期実験においても，な
んらの不都合な故障、損傷も生じなかった。
　㈱　塩化水累と液体金属を反応させて金属塩化物と水素とにする部分をg電解装置とは
別個に設置して，両部分の問を迎通管によoて接続する方式の装置を考案，試作して，長
時聞の連続電解に成功した。また，本方法の今後の進展の方向を指唆するものとして，反
応部と電解部とを別々にした型式の電解槽毛デμを提案した。
⑳第1編で述べた直接法や既存の他方法との比較をしてそれぞれの畏短について論じ
た。
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